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今
回
の
特
集
は
「
在
宅
医
療
」

で
す
。
現
在
、
日
本
人
の
多
く

に
と
っ
て
、
医
療
は
身
近
な
存

在
で
あ
り
、
切
り
離
せ
な
い
も

の
で
す
。
あ
ま
り
に
身
近
に
あ

る
た
め
に
、
治
療
に
つ
い
て
は

自
然
と
医
師
に
依
存
し
て
し
ま

い
ま
す
。
町
の
在
宅
医
療
に
は
、

さ
ら
な
る
制
度
の
充
実
が
望
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
医
師

は
熱
心
に
訪
問
し
、
介
護
・
町

な
ど
と
と
も
に
連
携
を
図
り
、

安
心
で
き
る
医
療
の
提
供
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
患

者
も
し
く
は
家
族
が
「
家
で
治

療
を
受
け
た
い
・
療
養
し
た
い
」

と
い
う
選
択
を
し
な
け
れ
ば
、

在
宅
医
療
の
充
実
は
難
し
い
で

す
。
治
療
・
療
養
の
形
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
経
済
状
況
・
生

活
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

在
宅
医
療
を
選
べ
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
選
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
町
に
は

そ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
猪
久
保
　
俊
介

◉広報いちのへ 12 月号の印刷経費は 1 部 65.6 円（税込）です
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Ichinohe
広
報
い
ち
の
へ

一戸町初の地域おこし協力隊員
子どもたちの成長に一役を担う ―  

第
12
頁  

―

辞
典
と
は
、
事
物
に
つ
い
て
詳
細
に
書
か
れ
た
も
の
。

一
戸
町
の
知
る
人
ぞ
知
る
魅
力
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

一
戸
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
命
式

チ
ノ
ヘ

ジ
テ
ン

イ

ichinohe dictionary

「
学

習
支
援
員
と
し
て
、
町
の
子
ど
も

た
ち
の
人
材
育
成
に
一
役
を
担
い

た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
る
の
は
、
12
月
１
日

か
ら
一
戸
町
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
任
命

さ
れ
た
荒
内
雅
美
さ
ん
。

　

同
日
に
は
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
荒
内
さ

ん
は
、
田
中
辰
也
町
長
か
ら
「
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
活
か
し
、
新
た
な
視
点
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
、
辞
令
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
荒
内
さ

ん
は
青
森
県
青
森
市
出
身
で
、
盛
岡
市
で
不

動
産
会
社
な
ど
に
勤
務
。
他
職
種
か
ら
の
視

点
、
過
去
に
培
っ
た
家
庭
教
師
や
塾
講
師
の
経

験
を
活
か
し
、
任
期
と
な
る
最
長
３
年
間
、
来

年
１
月
に
開
講
予
定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
「
一
戸
町
公
営
塾
」
の
学
習
支
援
員
と
し
て
、

町
内
小
学
生
の
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

広報いちのへPublic
Relations   12

★「個が光る調和のまち ・一戸」の創造を目指して    

Dec.
2017

No.665

在宅医療の可能性
～いつまでも、自宅で過ごしたい～特集

一戸町地域おこし協力隊

荒内 雅美さん
（＝青森市出身）

一戸町について、知らないこ
とがたくさんあります。町初
の協力隊員として、頑張りま
すので、よろしくお願いします。
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走

い
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へ
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発
見  

～
朴
舘
家
住
宅
～

小
鳥
谷
朴
舘
付
近
（
十
二
月
二
日
・
午
後
一
時
十
一
分
）
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地
域
の
力
を
活
か
し

一
戸
町
の
自
信
と
誇
り
を

育
て
ま
し
ょ
う

田中辰
た つ や

也
新一戸町長就任

（50）

振
興

・
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
と
帰
郷
後
の

　

奨
学
金
返
済
相
当
分
補
助
の
実
施

・
特
色
あ
る
義
務
教
育
の
実
施

・
幼
児
教
育
の
充
実

・
児
童
生
徒
の
伸
び
し
ろ
を
後
押
し
す

　

る
教
育

・
一
戸
高
校
へ
の
積
極
的
支
援

・
高
校
生
の
町
へ
の
積
極
的
か
か
わ
り

　

を
促
進

・
運
動
公
園
や
武
道
場
へ
の
大
学
高
校

　

な
ど
の
合
宿
の
誘
致

・
部
活
動
な
ど
に
係
る
経
費
の
一
部
支
援

・
御
所
野
遺
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
推

　

進
と
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

・
鉄
道
の
町
「
一
戸
」
を
活
か
し
た
観

　

光
資
源
発
掘

・
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
振
興
お
よ

　

び
継
承
発
展
の
た
め
の
支
援
強
化

・
町
内
散
策
コ
ー
ス
及
び
案
内
表
示
な

　

ど
の
整
備

・
昭
和
の
面
影
を
残
す
中
心
商
店
街
の

　

特
色
を
活
か
し
た
振
興

・
地
域
の
持
つ
強
み
を
活
か
す
各
地
域

　

別
営
農
計
画
の
策
定

・
農
業
所
得
向
上
の
た
め
、
６
次
産
業

　

化
の
推
進
（
加
工
場
・
販
売
組
織
設

　

立
）

・
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
農
地
を
継

　

続
す
る
た
め
の
土
地
改
良
な
ど
の
実

　

施
・
観
光
農
園
な
ど
体
験
型
農
業
施
設
を

　

設
置
し
、
移
住
者
な
ど
を
取
り
込
む

・
地
域
全
体
の
民
有
林
を
活
用
し
、
豊

　

か
な
森
林
保
全
と
地
域
活
力
の
醸
成

　

を
目
指
す

・
豊
か
な
水
資
源
を
活
か
し
た
産
業

❶
豊
か
な
郷
土
の
農
地
林
地
を
活

用
し
た
産
業
振
興
と
雇
用
創
出

・
妊
娠
前
・
出
産
か
ら
子
育
て
思
春
期

　

ま
で
の
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援

・
受
診
率
向
上
で
、
早
期
発
見
早
期
治

　

療
に
よ
り
医
療
費
を
削
減
し
、
健
康

　

寿
命
を
延
ば
す

・ 

買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
を
民
間
事　

　

業
者
と
と
も
に
検
討

・
高
齢
者
世
帯
が
共
同
生
活
で
き
る
住

　

居
な
ど
を
設
け
、
安
心
し
て
生
活
で

　

き
る
環
境
を
確
保
す
る

・
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
生
き

　

生
き
と
生
活
で
き
る
環
境
整
備

・
地
域
活
動
予
算
を
設
定
し
、
地
域
内
で

　

運
用
を
決
定
執
行
す
る
仕
組
み
づ
く
り

・
地
区
公
民
館
に
町
長
部
局
職
員
を
配

　

置
し
、
各
地
域
活
動
を
支
援

・
職
員
の
職
務
分
掌
を
明
確
化
し
、
職

　

務
評
価
の
適
正
化
を
図
る

・
公
的
建
造
物
構
造
物
の
長
寿
命
化
を

　

図
る
と
と
も
に
、
維
持
修
繕
を
適
切

　

に
実
施

・
事
業
を
「
で
き
る
・
で
き
な
い
」
で

　

判
断
せ
ず
、「
必
要
・
不
必
要
」
で

　

判
断 ❺

地
域
の
底
力
を
支
援
す
る
体
制

を
再
構
築
し
ま
す

11 月 20 日の登庁時には、多くの人が駆け付けた 当選証書交付式（11/14）の様子町長就任式

昭和 42 年２月一戸町小鳥谷
生まれ。福島大学経済学部卒
業後、大手商社入り。前一戸
町議会議員。趣味は料理。

プロフィール

新しい一戸町へ
５つのマニュフェスト（公約）

「地域の力」を最大限に活かしたまちづくり
を目指して

広報いちのへ       ４

❷
将
来
を
担
う
人
材
を
育
む
環
境

作
り
に
努
め
ま
す

❹
元
気
で
健
や
か
な
健
康
長
寿
の

町
を
目
指
し
ま
す

❸
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
活
か
し

た
町
づ
く
り
を
行
い
ま
す

Profile

Tatsuya Tanaka

こ
れ
か
ら
田
中
町
長
の
町
政
（
任

期
４
年
）
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

要
と
な
る
５
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

次
の
世
代
へ
一
戸
町
を
よ
り
良
い

形
で
引
き
継
ぐ
た
め
に
大
切
な
こ

と
は
「
地
域
の
力
」。

町
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
自

信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
、
新
た

な
一
戸
町
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

５
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
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任
期
満
了
に
伴
う
一
戸
町
長
選
挙
と

一
戸
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
町
長
に
は
前
町
議
の
新
人

田
中
辰
也
氏
が
初
当
選
、
議
員
は
新
人
５

人
を
含
む
14
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

町
長
選
挙
は
８
年
ぶ
り
の
選
挙
。
２

人
が
立
候
補
し
、
田
中
氏
が
当
選
に
必

要
な
法
定
得
票
数
２
１
１
６
票
を
越

え
、
４
６
９
１
票
を
獲
得
し
ま
し
た
。

投
票
率
は
76
・
24
％
。

　

ま
た
、
町
議
選
は
、
定
数
14
議
席
に

新
人
８
人
を
含
む
21
人
が
立
候
補
し
、

候
補
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
選
挙
戦
と

な
り
ま
し
た
。
投
票
率
は
76
・
23
％
。

　

投
票
率
は
、
８
年
前
に
選
挙
戦
と

な
っ
た
２
０
０
９
年
の
町
長
選
を
４
・

32
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
２
０
１
３
年
の

町
議
選
か
ら
は
10
・
82
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
ま
し
た
。

一戸町長・町議選結果
投　　票　　所 有権者数 投票者数 投票率％

平糠保健福祉館 208 184 88.46
岩清水集会所 56 49 87.50
八木沢自治公民館 113 98 86.73
旧鳥越小学校 434 375 86.41
旧楢山へき地保育所 139 119 85.61
根反自治公民館 114 97 85.09
中女鹿地区自治公民館 156 132 84.62
女鹿舘自治公民館 92 77 83.70
サラダボウル・こずや 243 203 83.54
姉帯地区多目的集会施設 374 308 82.35
鳥海地区介護予防拠点施設 220 179 81.36
来田地区世代交流センター 195 158 81.03
小鳥谷地区公民館 842 681 80.88
小繋多目的集会施設 70 56 80.00
一戸南小学校 1,146 899 78.45
小友ふれあいセンター 230 179 77.83
摺糠自治公民館 353 273 77.34
月舘自治公民館 278 213 76.62
一戸町役場 1,795 1,373 76.49
出ル町つどいセンター 188 141 75.00
田子自治公民館 83 62 74.70
面岸保健福祉館 79 59 74.68
奥中山高原軽井沢プラザ 285 209 73.33
双畑多目的集会施設 72 52 72.22
町立高齢者創作館 1,622 1,171（1,170） 72.19（72.13）
旧宇別へき地保育所 267 187 70.04
奥中山地区公民館 1,498 981 65.49
上小友集会所 73 43 58.90

計 11,225 8,558（8,557） 76.24（76.23）

■各投票所の町長選挙投票率（かっこ書きは町議会選挙、その他は同数・同率）

得票順 候補者名 得票数
1 田中辰也（50） 4,691
2 稲葉　暉（72） 3,775

当日有権者数 11,225 人
投票者数 8,558 人
投票総数 8,558 票
　有効投票数 8,466 票
　無効投票数 92 票
　持ち去り 0 票

■一戸町長選挙開票結果（獲得票順・敬称略）

当日有権者数 11,225 人
投票者数 8,557 人
投票総数 8,557 票
　有効投票数 8,451 票
　無効投票数 106 票
　持ち去り 0 票

得票順 候補者名 得票数
1 仁昌寺泰夫 660
2 山下　正勝 569
3 菅野　敦子 560
4 上山　文雄 522
5 小野寺美登 520
6 柴田　正三 497
7 田村　繁幸 485
8 山舘　章子 467
9 田中　新吉 418

10 中瀬　春英 408
11   峠　  勇男 400
12 駒木　二郎 390
13 上平栄一郎 379
14 田頭　健造 355
15 赤畑　   博 336
16 土川　昭悦 330
17 野田　   博 322
18 田村　欣一 309
19 村田　武雄 262
20 熊谷　一男 194
21 平野　祐二 66

■一戸議会議員選挙開票結果（獲得票順・敬称略）

14新生議員の紹介

11 月 12 日に行われた町議会議員選挙では、新
たに 14 人の議員が誕生しました。
住民の目線に立ち、住みよいまちづくりを目
指す 14 人の議員をご紹介します。
※掲載は、当選回数順、年齢順になっています。年齢などは、就任時の 12
　月 7 日現在で表記しています。

駒木　二郎
【こまき・じろう】

姉帯下村・81 歳

山下　正勝
【やました・まさかつ】

中山大畑・64 歳

中瀬　春英
【なかせ・はるひで】

根反中瀬・73 歳

上平　栄一郎
【かみたいら・えいいちろう】

楢山下楢山・73 歳

峠　勇男
【とうげ・いさお】

月舘稲荷・69 歳

柴田　正三
【しばた・しょうぞう】

鳥越滝ノ沢・50 歳

田頭　健造
【でんどう・けんぞう】

一戸北館・70 歳

田村　繁幸
【たむら・しげゆき】

一戸向町・74 歳

菅野　敦子
【かんの・あつこ】

高善寺蒼前久保・74 歳

上山　文雄
【うえやま・ふみお】

中山大塚・69 歳

小野寺　美登
【おのでら・よしのり】

小鳥谷女鹿口・66 歳

仁昌寺　泰夫
【にしょうじ・やすお】

小鳥谷仁昌寺・63 歳

田中　新吉
【たなか・しんきち】

中里武道平・62 歳

山舘　章子
【やまだて・あきこ】

奥中山西田子・48 歳



日
本
は
、
世
界
で
も
類
を
見

な
い
早
さ
で
高
齢
化
が
進

行
し
、
新
た
な
問
題
が
表
面
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
人
口
の
７

人
に
１
人
が
75
歳
以
上
で
す
。

２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
の
世
代

（
１
９
４
７
～
４
９
年
生
ま
れ
）

が
75
歳
以
上
と
な
り
、
５
人
に
１

人
に
増
加
し
ま
す
。（
日
本
の
将

来
推
計
人
口
：
平
成
29
年
推
計
）

町
と
し
て
も
75
歳
以
上
の
人
口
割

合
が
約
22
%
（
表
１
）
と
「
超

高
齢
社
会
」に
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
進
展
の
早
さ
」

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
「
高
齢
者
の
人
数
」
が
問
題

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、

社
会
保
障
費
が
国
家
財
政
を
圧
迫
す

る
こ
と
や
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
不
足

し
、
入
院
で
き
な
く
な
る
人
が
増
加

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、こ
の
状
況
を
見
据
え
て
、

２
０
１
１
年
度
の
介
護
保
険
制
度

改
正
で
、
２
０
２
５
年
ま
で
を
目

途
に
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自

宅
で
、自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

保
険
制
度
に
基
づ
く
入
院
医
療
、

施
設
療
養
の
仕
組
み
か
ら
、
自
治

体
単
位
の
連
携
に
基
づ
く
地
域
包

括
ケ
ア
に
よ
る
生
活
支
援
の
推
進

へ
と
舵
が
切
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

そ
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
で
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）が
見
直
さ
れ
、「
在

宅
医
療
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
も
平
成
26
年
度
か
ら
医
療
・

介
護
・
福
祉
に
よ
る
在
宅
医
療
に

向
け
た
「
連
携
情
報
交
換
会
」
を

定
期
的
に
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
６
月
に
は
、
高
度
化
さ

れ
た
在
宅
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の

「
一
戸
町
在
宅
医
療
推
進
会
議
」
を

設
置
。
各
医
療
関
係
の
代
表
者
が
集

ま
り
、
在
宅
医
療
と
介
護
連
携
に
向

け
た
意
見
交
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
在
宅
医
療
が
必
要
と

さ
れ
る
の
は
、
医
療
費
の
削
減
、

病
院
死
の
回
避
と
い
っ
た
理
由
し

か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
か
ら
「
在
宅

医
療
」
を
取
り
上
げ
、
町
民
の
た

め
に
訪
問
を
行
う
医
師
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
た
町
民
の
姿
か
ら
、
新

た
な
医
療
の
可
能
性
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

高齢者が増えるとともに、医療も日々、変化を遂げています。
医療関係者が町のために立ち上がり、取り組む「在宅医療」
その取り組みから見える、新たな医療の可能性を探ります。

在宅医療の可能性
～いつまでも、自宅で過ごしたい～特集

広報いちのへ       ８９     2017 年 12 月号

誰もが住みたいと思う町
いえ

に

一戸町の年齢別人口※表１

０～９
10～19

90 ～

70～79
60～69

80～89

50～59
40～49
30～39
20～29

※平成 29 年 11 月１日現在

500 2,5002,0001,5001,000

（年齢）

0

（人）

一戸町の人口総数　12,861 人

701
933

815
1,105

1,405
1,696

2,455
1,755

1,614
382 75 歳以上は 2,862 人



広報いちのへ       1011     2017 年 12 月号

　訪問薬剤指導では、薬を飲んでいるかど
うかの確認、薬の飲み間違いを防ぐお薬カ
レンダーなどに薬を振り分けたりするな
ど、正しく薬を飲んでもらえるように努め
ています。また、血圧などの測定も行い、
体調に変化がないかも確認するようにして
います。独居老人が増える中、患者さんの
お宅に訪問することで家の雰囲気や薬の減
り方を把握できるので、適切な指導を行う
ことが出来るのが大きなメリットだと感じ
ます。また、人によっては数か所の医療機
関に通っている人もいらっしゃいます。さ
まざまな種類の薬をまとめて管理できる点
も訪問薬剤指導の強みです。薬局では、健
康に関する相談にも応じますので、気軽に
ご相談ください。

　昨年の５月に当院の院長に就任してか
ら、訪問歯科診療を始めました。訪問歯
科診療では、むし歯の治療や入れ歯の作
成などクリニックでできることのほとん
どを行うことができます。この中でも、
当院では口の中を清潔に保つ「口腔ケア」
に力を入れています。加齢とともに、体
の機能が衰えると自力で口腔環境を整え
ることが難しくなってきます。口腔内の
環境を整えることが全身の健康を保つこ
とにつながっていきます。実際にご自宅
に訪問すると、患者さんにとても喜んで
もらえます。訪問で行う治療には、いく
つかの制限は出ますが、患者さんの状況
に合った医療をこれからも提供していき
たいです。

　当院では、一般科と精神科で訪問診療
を行っています。一戸町では、ねたきり
の高齢者が増え、通院には家族に負担が
掛かる場合があります。本人はもちろん
ですが、訪問診療は家族の支えにもつな
がります。私たちの訪問で、少しでも移
動に掛かる負担が軽減できればと思いま
す。しかし、医師だけでは、看取りの医
療までは提供できません。マンパワー不
足の解消、行政・介護ともさらなる連携
を図り、地域一体となった切れ目のない
医療に取り組まなければいけません。住
み慣れた地域で皆さんが暮らせるよう
に、退院に向けた専門職も配置し、支援
しています。退院後に安心できる生活を
送れるように、医療を提供していきます。

　訪問看護では、患者さんや家族が地域
の中で自分らしい生活を送れるようにセ
ルフケア機能（健康維持のための自己管
理）の向上を目的としています。基本的
な看護ケアのほかに、薬の服用方法や経
済面でのアドバイスなど、家族の負担を
なるべく減らせるように心掛けていま
す。また、心配ごとや悩みなどを確認し、
不安を解消できるように努めています。
私たち自身も訪問看護を行うことで、や
りがいを感じ、励みにもつながっている
ことは大きなプラスです。今後も、訪問
看護への需要は高まってくると思われま
す。地域のための県立病院として、院内
の整備を進め、町民の方の要望に応えら
れるように努力していきたいです。

在
宅
医
療
と
は
、
医
師
や
看

護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

が
自
宅
や
施
設
を
訪
問
し
、
医
療

行
為
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

近
年
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国

的
に
在
宅
医
療
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

核
家
族
化
や
老
老
介
護
な
ど
の

社
会
的
背
景
の
変
化
に
伴
い
、
入

院
し
て
も
治
し
き
れ
ず
、
生
活
支

援
が
必
要
と
な
る
対
象
者
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
き

め
細
や
か
な
医
療
の
提
供
は
、
社

会
全
体
を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
も
急
速
な
進
歩
を

遂
げ
、
退
院
で
き
る
患
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
機
能
は
高
度
化
・
細
分

化
さ
れ
た
先
端
医
療
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
退
院
す
る

患
者
は
継
続
し
た
医
療
を
通
院
も

し
く
は
自
宅
で
受
け
る
必
要
が
生

じ
ま
す
。
患
者
や
家
族
を
支
え
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
整
備
が

整
っ
て
き
た
こ
と
も
退
院
に
つ
な

が
る
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
は
、
患
者
が
生
活
す
る
地

域
で
の
在
宅
医
療
を
含
ん
だ
多
職

種
に
よ
る
支
援
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

在
宅
医
療
に
は
、
い
く
つ
か
の

種
類
が
あ
り
、
訪
問
診
療
や
訪
問

看
護
、
訪
問
歯
科
診
療
や
訪
問
薬

剤
指
導
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、〝
治

す
医
療
〟
か
ら
〝
支
え
る
医
療
〟

へ
転
換
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
は
病
気
を
治
療
す
る

こ
と
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
患
者
は
病
人
で
あ
る
前

に
、生
活
者
」
と
の
理
念
の
元
で
、

病
気
を
障
が
い
と
捉
え
、
残
さ
れ

た
機
能
を
積
極
的
に
活
か
し
な
が

ら
、
生
活
全
体
の
質
を
高
め
て
い

く
こ
と
へ
の
幅
広
い
ケ
ア
が
必
要

と
な
る
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
須
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
在

宅
医
療
を
推
進
し
、
患
者
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
っ
た
医
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

今
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
の
在
り

方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

岩坂 一士さ
ん

めぐみ薬局
（薬局長）

城 茂治 さ
ん

奥中山高原歯科
クリニック（院長）

小林 研 さ
ん

岩手県立一戸病院
（医師）

嶋野 小百合 さ
ん

岩手県立一戸病院
（看護師）

医療の現場が、自宅に変わる

ニーズの高まり 在宅での医療や介護の重要性が高まる一方で、設備
が整う病院や施設に比べると、困難や不安が付きま
といます。「自宅で安心して、医療を受けたい」と
いう思いに応える４つの在宅医療をご紹介します。

薬剤

歯科

診療

看護

☎ 35-2011

☎ 31-1800 ☎ 33-3101

☎ 33-3101

在宅医療の可能性
～いつまでも、自宅で過ごしたい～特集

6

1【訪問診療】信頼する武田力男医師の訪問で、自宅でも安
心できる医療を受けられる。2【訪問薬剤指導】お薬カレン
ダーに次回訪問時までの薬を振り分ける。3きれいに分類さ
れたお薬カレンダー。4【訪問看護】真心を持って、接する
ことを忘れない。5【訪問歯科診療】自宅が診察室に変わる。

1

23

45

通院困難者の自宅玄関の雪か

きをする医師

こ
の
よ
う
な
場
面
も



平
成
27
年
の
７
月
か
ら
一
戸

病
院
で
は
、
在
宅
医
療
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
在
宅
医
療
は
、
家
族

の
方
か
ら
と
て
も
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
患
者
の
た
め
の
在
宅
医
療

で
す
が
、
半
分
は
家
族
の
た
め
で

す
。
要
介
護
者
の
介
護
者
に
は
日

常
生
活
に
お
い
て
、
大
き
な
負
担

が
掛
か
り
ま
す
。
声
を
掛
け
、
励

ま
す
こ
と
が
支
え
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

通
院
困
難
者
の
中
に
は
、
医
療

機
関
に
行
か
な
く
な
る
方
も
い
ま

す
。
治
療
や
薬
の
服
薬
は
継
続
が

重
要
で
す
。中
断
し
て
し
ま
う
と
、

症
状
が
悪
化
し
、
大
事
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
在
宅
医
療
は
大
き
な
役

割
を
果
た
す
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
の
充
実
に
は
、
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

日
々
の
状
態
を
日
記
や
メ
モ
に

記
録
し
て
も
ら
え
る
と
、
医
療
関

係
者
も
詳
細
が
把
握
し
や
す
く
、

適
切
な
医
療
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で

高
齢
化
が
進
み
、
入
院
患
者
は
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
の

受
け
方
に
も
個
人
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
必
ず
し
も
入
院
し
な
く
て
も

い
い
方
も
い
る
中
で
、
従
来
の
医

療
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部

分
も
生
じ
て
き
ま
す
。
個
人
に
応

じ
た
支
援
を
提
供
で
き
る
新
た
な

仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
年
設
立
し
た

「
一
戸
町
在
宅
医
療
推
進
会
議
」

を
通
し
て
、
医
療
と
介
護
、
生
活

支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関

係
者
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
異
な
る
分
野

の
連
携
は
簡
単
で
な
く
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
検
討
が
必
要
で
す
。

　

一
戸
町
は
、
規
模
が
小
さ
い
町

で
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
だ
か

ら
こ
そ
、
意
志
疎
通
が
取
り
や
す

く
、
誰
も
が
自
宅
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
地
域
の
実
現
に
向
か
え
る

は
ず
で
す
。佐藤 元昭さん（県立一戸病院 理事）

一戸町在宅医療推進会議 委員長

コンパクトな町だから、「顔の見える関係」が築ける

町の在宅医療の未来

個人に合った、在宅という選択肢

在宅医療について、町民に聞いてみた

在宅医療の可能性
～いつまでも、自宅で過ごしたい～特集

Motoaki Sato
在宅医療のＱ & Ａ

Ｑ　

対
象
者
は
？

Ａ　

病
状
は
問
わ
ず
、
訪
問
を
行
い
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
症
状
が
落
ち
着

　
　

い
て
い
て
、
通
院
困
難
な
方
が
対
象

　
　

に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

費
用
は
高
く
な
ら
な
い
の
？

Ａ　

通
常
診
療
と
費
用
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
　

訪
問
診
療
費
は
追
加
さ
れ
ま
す
が
、　

　
　

公
共
交
通
機
関
や
タ
ク
シ
ー
で
の
移

　
　

動
を
含
め
る
と
通
院
よ
り
、
安
く
な

　
　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

　
　

保
険
も
し
く
は
介
護
保
険
が
適
用
に

　
　

な
り
ま
す
。

Ｑ　

急
変
時
の
在
宅
医
療
は
？

Ａ　

現
状
、
町
内
で
は
看
取
り
は
行
っ
て

　
　

い
ま
せ
ん
。
緊
急
時
は
、
救
急
車
を

　
　

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

在
宅
医
療
を
受
け
た
い
時
は
？

Ａ　

か
か
り
つ
け
の
医
師
や
看
護
師
に
気

　
　

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

一
人
暮
ら
し
の
場
合
は
？

Ａ　

症
状
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
は
在

　
　

宅
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　

在
宅
医
療
の
種
類
は
？

Ａ　

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
な
ど
が
あ
り

　
　

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
歯
科
医
師
や
薬

　
　

剤
師
、
理
学
療
法
士
、
管
理
栄
養
士

　
　

な
ど
多
職
種
の
訪
問
が
あ
り
ま
す
。

13     2017 年 12 月号

選
択
肢
は
人
そ
れ
ぞ
れ

思
い
描
く
自
分
の
未
来

　在宅医療という言葉は聞いたこと
があります。詳しくはないですが、子
育てをしながらの在宅医療は、家族
にとって金銭的にも、肉体的にも厳
しいように感じます。万が一の時に、
病院や施設にいる方が安心できます。
医師の訪問や家族の不安解消など、寄
り添ってサポートできる体制が充実
していないと、利用には気が進みま
せん。しかし、行政や医療機関の支援・
連携がしっかりとすれば、家族にも
受け入れられると思います。

（一戸樋ノ口）

三崎 麻衣さん

　今後の町を考えると必要なことだ
と思います。しかし、多くの人の助け
につながることだと思いますが、医
療機関の体制は整っているのでしょ
うか。市町村の多くは、医療従事者
の数が、不足していると聞いていま
す。継続して、在宅医療を行ってい
けるのか、不安を感じる点はありま
す。現在の高齢者の状況を考えると、
自宅という概念だけでなく、施設に
入り、まとまって在宅医療を受ける
選択肢もあると思います。

滝川 栄昭さん
（小繋小繋）

　お医者さんが家に来てくれること
は、とても安心できて、良いことだと
思います。月に１回程度、公共交通
機関やタクシー、家族の送迎などで、
通院をすることは高齢者・家族にとっ
ては負担になります。自宅で、自分
の体が動く内はやりたいことをして、
過ごせることはとても幸せなことだ
と思います。そのためにも、医療機
関や行政が手を取り合い、安心して、
在宅で過ごせるシステムを構築して
ほしいです。

間舘 タヨさん
（一戸本町）

　定期的に訪問してくれる在宅医療
は、とても助かります。誰でも家は安
心できる場所だと思います。在宅をメ
インとし、まかなえる部分と無理な部
分を分けて、考えることで選択肢は広
がるのではないでしょうか。中には、
家族に迷惑を掛けたくないと思い、入
院や施設を考えるかもしれませんが、
一人でいることは精神的につらいかも
しれません。その時に、利用しやすい
環境があれば、きっと在宅医療の利用
者は増えると思います。

田村 一成さん
（一戸大越田）
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も
ら
え
る
の
で
、
安
心
で
き
る
」

と
今
で
は
、
訪
問
す
る
看
護
師
た

ち
に
全
幅
の
信
頼
を
置
く
。

　

在
宅
医
療
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
患
者
を
支
え
、
励
ま
す

家
族
に
も
負
担
が
掛
か
る
。

　

訪
問
し
た
看
護
師
は
「
太
助
さ

ん
を
支
え
る
奥
さ
ん
が
倒
れ
な
い

よ
う
に
ね
。
悩
み
が
あ
っ
た
ら
、

言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
患
者
の
家

族
へ
の
気
配
り
も
忘
れ
な
い
。

　
「
訪
問
し
て
く
れ
る
看
護
師
さ

ん
や
通
院
時
の
先
生
の
言
葉
で
気

が
楽
に
な
っ
た
」
と
ミ
ド
リ
さ
ん

は
話
す
。ま
た
、週
２
回
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
負
担

は
確
実
に
軽
く
な
っ
た
。

　
「
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
増

え
た
け
ど
、
一
緒
に
家
で
過
ご
せ

る
こ
と
が
幸
せ
」
と
二
人
は
顔
を

見
合
わ
せ
る
。

　

山
田
さ
ん
夫
妻
は
結
婚
し
て
、

半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
た
。
そ
れ
で

も
太
助
さ
ん
は
「
妻
の
こ
と
は
全

部
、
好
き
だ
っ
た
。
今
で
も
気
持

ち
は
変
わ
ら
な
い
よ
」
と
照
れ
く

さ
そ
う
に
笑
っ
た
。

く
な
っ
て
い
た
。

　

１
月
に
は
、
低
血
糖
を
引
き
起

こ
し
、
緊
急
入
院
。
そ
の
後
、
病

院
へ
の
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
。

　
「
主
治
医
に
も
、『
こ
れ
か
ら
は

な
に
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

よ
』
と
通
告
さ
れ
、
不
安
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
」
と
涙
を
ぬ
ぐ
う
、

ミ
ド
リ
さ
ん
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
退
院
間
際
に
看

護
師
か
ら
「
訪
問
看
護
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
」と
勧
め
ら
れ
た
。

　

ミ
ド
リ
さ
ん
は
、
看
護
師
を
自

宅
に
入
れ
る
こ
と
に
多
少
の
抵
抗

を
感
じ
な
が
ら
も
週
に
１
回
の
訪

問
看
護
を
お
願
い
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
不
安
は
あ
っ

と
い
う
間
に
吹
き
飛
ん
だ
。
当
初

は
緊
張
を
し
て
い
た
太
助
さ
ん

も
、
慣
れ
て
く
る
と
家
で
看
護
処

置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
快
適
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

　
「
看
護
師
さ
ん
た
ち
は
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
来
て
く
れ

る
。
自
宅
の
雰
囲
気
が
明
る
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
元
気
を
も

ら
え
る
。
常
に
状
況
を
確
認
し
て

「
年

を
取
る
ご
と
に
歩
く

の
が
き
つ
く
な
っ
て

き
た
。
家
で
看
護
を
受
け
ら
れ
て

安
心
す
る
」
と
話
す
の
は
、
今
年

の
６
月
か
ら
、
訪
問
看
護
を
利
用

す
る
山
田
太
助
さ
ん
（
87
）
＝
西

法
寺
諏
訪
野
＝
。

　

太
助
さ
ん
は
、
長
年
患
っ
て
い

た
糖
尿
病
で
月
に
１
回
通
院
し
、

近
所
を
散
歩
し
た
り
す
る
な
ど
血

糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
た
。
し
か
し
、
年
齢

と
と
も
に
足
腰
の
力
が
弱
ま
り
、

次
第
に
歩
く
距
離
が
減
っ
て
い
っ

た
。
去
年
あ
た
り
か
ら
は
歩
く
こ

と
も
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
病
院

へ
の
通
院
は
妻
・
ミ
ド
リ
さ
ん

（
80
）が
運
転
し
、連
れ
て
行
っ
た
。

高
齢
に
な
る
と
、
交
通
手
段
の
確

保
も
重
要
な
課
題
だ
。

　
「
お
互
い
高
齢
に
な
っ
て
き
て
、

病
院
へ
の
通
院
も
負
担
が
増
え
て
き

て
い
た
。
夫
を
支
え
て
車
に
乗
せ
る

の
も
、女
性
の
力
だ
と
大
変
だ
っ
た
」

と
ミ
ド
リ
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

運
動
す
る
機
会
が
減
り
、
だ
ん

だ
ん
と
血
糖
値
の
調
整
も
で
き
な

在
宅
医
療
は
支
え
合
い
・
助
け
合
い

支
え
て
く
れ
る
家
族
、
医
療
従
事
者
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
る

在
宅
医
療
は
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
す
た
め
の
鍵
に
な
る

患者だけでなく、家族の大きな支えに

未来への体験談  ～山田太助さん・ミドリさん～

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
増
え
た
け
ど

一
緒
に
家
で
過
ご
せ
る
こ
と
が
幸
せ

山
田
太
助
さ
ん
・
ミ
ド
リ
さ
ん

在宅医療の可能性
～いつまでも、自宅で過ごしたい～特集

15     2017 年 12 月号

高
齢
者
の
増
加
す
る
中
、
在

宅
医
療
は
欠
か
せ
な
い
存

在
で
す
。

　

退
院
後
に
在
宅
で
の
日
常
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
。
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
に
地
域
や
家

族
、
病
院
な
ど
が
手
を
差
し
伸
べ

て
く
れ
る
こ
と
で
、
自
宅
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
在
宅
で
の

療
養
も
不
安
は
軽
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、
患
者
や

家
族
、
医
療
・
介
護
が
一
層
密
着

し
た
関
係
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

町
の
新
た
な
医
療
形
態
は
、
と
も

に
創
り
上
げ
る
身
近
な
医
療
へ
と

変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
の
選
択
肢
は
１
つ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
由
に
医
療
機
関
を

選
べ
、
多
様
化
す
る
生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
個
人
に
合
っ
た
医

療
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
戸
町
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
鍵
。
そ
れ
は
、
町
全
体
で

患
者
を
支
え
、
見
守
っ
て
い
く
人

た
ち
の
存
在
。
ま
ず
は
知
る
こ
と

か
ら
、
在
宅
医
療
の
可
能
性
を
。



皆さんの地域や職場の話題などありましたら、広報担当
☎ 33-2111（内線 213）までお気軽にご連絡ください。 T o w n  T o p i c s

まちの 題話

広報いちのへ       16

あっという間のコンサートが開催
奏できる喜びを、音で表現演

　一戸小学校金管バンドによる「あっという間のコン
サート」（同後援会主催）が 11 月 22 日、一戸町体育館
で行われました。今年のテーマは御所野縄文遺跡をイ
メージし、同後援会の手づくりの縄文服で身を包み、自
然への祈りや感謝の気持ちを音と動きで表現しました。
10 月のマーチングバンド・バトントワーリング東北大
会に出場した大会曲「WORLD HERITAGE ─ 縄文の
風 ─」を含む９曲を披露し、会場を盛り上げました。

息のそろった演奏で、会場は大いに盛り上がった。

1光さんが山田町で集
めた貝殻を通して、児
童に震災の悲惨さを訴
える。2手拍子をして、
ラ イ ブ に 見 入 る 児 童。
3復興への思いを込め
た曲を多数披露。

一戸小で復興支援のトーク & ライブショー災の風化を防ぐ震
　一戸小学校（大道正樹校長、189 人）Ｐ
ＴＡ研修部が主催する「復興シンガーソン
グライター・光（ひかる）さんのトーク &
ライブショー」が 11 月 25 日、同校体育館
で開催され、全校児童のほか保護者ら約 90
人が参加しました。このステージは、学校
公開「学校へ行こう」のＰＴＡ講演会とし
て、開催。山田町出身の光さんは、東日本
大震災の風化を防ぐために県内各地で活動
しています。ライブ前には、震災の被害や
現在の状況をパネルで紹介。当時の津波の
高さをクイズ形式で伝えると、児童からは
驚きの声が上がりました。ライブでは、多
数の復興応援ソングが披露され、特に山田
町への思いを込めた「私の愛する、この町。」
には、多くの人が聞き入りました。
　光さんは「日常こそが大切なことだと気付
きました。皆さんも大事にしてほしいです」と
呼び掛け、来場者の多くの拍手に包まれました。

1

2 3

小友公民館まつりが開催
域の魅力を存分に味わう地

　小友公民館まつりが 11 月５日、同公民館で開かれ、
地域住民やベトナムからの研修生など約 70 人が参加
しました。
　会場では、５地区の部落によるエゴマやそば粉など
地域で採れた食材を使用した串もちやそばが振る舞わ
れ、秋の実りを存分に味わいました。
　もちつきには多くの人が参加し、出来上がった粘り
の強い餅に頬を緩めていました。

もちつきに笑顔を見せる児童

町内２校で人権教室を行う
じめ撲滅を訴えるい

　盛岡地方法務局二戸支局などが 11 月 22 日、一戸小
学校と奥中山小学校で人権教室を行いました。
　奥中山小学校では、４年生 19 人に対して、町の人
権擁護委員がいじめを題材としたＤＶＤ上映を通し
て、他者に対する思いやりや優しさの大切さを訴えま
した。この教室は、人権に対する根本的な考え方を理
解してもらうことが目的です。例年、町内から２校の
小学校に対し、教室を開いています。

奥中山小児童に思いやりの心について話す、町人権擁護委員

一戸社交ダンス愛好会が 30 周年
ンスのステップ軽やかダ

　一戸社交ダンス愛好会 30 周年記念パーティーが９月
17 日、コミュニティセンターで開催され、華やかに着
飾った参加者が楽しそうにステップを踏みました。
　町内外の子どもから大人まで約 150 人が参加。友情出
演となった十和田市や久慈市のダンスサークルも参加
し、30 周年をともに祝いました。2007 年から同会の会
長を務める村田武雄会長は「体力づくりにも効果的。こ
れからも楽しんで活動していきたいです」と話しました。

パーティーには多くの人が駆け付け、社交ダンスを存分に楽しんだ

小鳥谷小が創立 140 年
目の年を全校で祝う節

　小鳥谷小学校（佐々木義孝校長、51 人）が創立 140
年を祝して記念式典を 10 月 28 日、小鳥谷地区公民館
で開催しました。
　式典には、歴代の教員や同校ＯＢ、地域住民ら約
130 人が出席し、節目の年を祝いました。
　式典後には、「アンダーパス！」による記念コンサー
トが行われました。同校は、明治 10 年に創立。これ
まで 5,398 人の卒業生を輩出しています。

140 年の節目の年を祝い、校歌斉唱する児童たち

町教研で町内児童生徒が遺跡を案内
たちが案内します私

　町学校研究会の一部として町内の小中学生が 10 月６
日、御所野遺跡で教職員に同遺跡の魅力を伝えました。
　一戸中学校（中嶋敦校長、193 人）の２年生６人と
一戸南小（菅原佳子校長、92 人）の６年生 14 人が町
内の教職員約 80 人をガイド。児童生徒が、研究して
きた縄文文化の知恵や現代に継承された文化などにつ
いてすらすら説明すると、教職員は驚いた表情を見せ、
質問を投げ掛けていました。

御所野遺跡の魅力を伝える一戸南小の児童

17     2017 年 12 月号
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まちからのお知らせ  Town  Information Town  Information

　

該
当
す
る
手
続
き
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
確
認
の
た
め
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役

場
の
各
担
当
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
課　
☎
３
３
‐
２
１
１
１

　

内
線
２
１
２

　

平
成
29
年
11
月
13
日
か
ら
、
国
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
行
政
機
関
の

間
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報

連
携
の
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

情
報
連
携
の
本
格
運
用
開
始
に

よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
規
定

さ
れ
た
行
政
手
続
き
に
お
い
て
必
要

な
情
報
を
他
の
行
政
機
関
か
ら
取
得

出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
提
出
す
る
必
要
の
あ
っ
た
住
民
票

の
写
し
や
所
得
証
明
書
な
ど
の
添
付

書
類
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
は
、
本
人
確
認
が
必
要
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
情
報
連
携
の
本
格
運
用
開
始

な
い
ご
み
・
資
源
ご
み
は
10
㌔
で
30

円
、
粗
大
ご
み
は
10
㌔
で
１
０
０
円

で
す
。

【
お
願
い
】

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
よ
く
使
う
時

期
で
す
。
ガ
ス
缶
は
、
完
全
に
中
身

を
使
い
切
っ
て
か
ら
、
穴
を
開
け
て

資
源
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
環
境
課　

☎
33
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
２
６

　

年
末
年
始
（
12
月
23
日
か
ら
１
月

４
日
ま
で
）
お
よ
び
１
月
の
連
休
の

ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

二
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
☎

25-

５
６
６
０
）
が
稼
働
し
て
い
る
時

間
帯
に
は
、
家
庭
ご
み
（
可
燃
ご
み
・

不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み
）

の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

処
理
料
金
は
燃
え
る
ご
み
・
燃
え

ご
み
を
捨
て
る
時
は
、
計
画
的
に

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日

月日 収集内容 クリーンセンター

12 月 23 日㈯
小型粗大ごみ収集
一戸地区（一戸・高善寺・西法寺）
の第 4土曜日指定地区

休み

29日㈮
燃えるごみ・資源ごみ・空き缶早朝
収集（指定地区のみ）
６：30までに出してください。

８：45 ～ 14：00

12 月 30 日㈯ 収集休み ８：45 ～ 12：00

12 月 31 日㈰ 収集休み 休み

平成 30年
１月１日㈪

収集休み 休み

２日㈫ 収集休み 休み

３日㈬ 収集休み 休み

４日㈭ 通常収集 通常稼働

１月８日㈪

燃えるごみ・生ごみ早朝収集
一戸地区（一戸・高善寺・西法寺）
限定。６時 30分までに出してくだ
さい。資源ごみは集めません。

８：45 ～ 15：00

※降雪などにより収集が遅れる場合があります。ご理解をお願いします。

　

冬
期
間
の
道
路
で
の
事
故
防
止
と

除
雪
作
業
中
の
安
全
の
た
め
、
次
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
協
力
を
お
願
い
し
た
い
こ
と

　
　

次
の
３
点
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
道
路
（
車
道
・
歩
道
）
に
、
宅

　
　

地
内
の
雪
を
出
さ
な
い
よ
う
お

　
　

願
い
し
ま
す
。

　

②
路
上
駐
車
（
ト
ン
ネ
ル
内
も
含

　
　

む
）
は
、
行
わ
な
い
よ
う
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

③
道
路
の
近
く
に
材
木
、
薪
、
石

　
　

材
な
ど
、
除
雪
の
障
害
に
な
る

　
　

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

■
除
雪
の
優
先
順　

　
　

町
道
は
、
次
の
順
に
除
雪
を
行
い

　

ま
す
。
除
雪
車
が
入
る
ま
で
に
時
間

　

を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

　

理
解
と
ご
協
力　

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
定
期
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　

運
行
す
る
路
線

　

② 

①
以
外
の
幹
線
町
道
、
通
学
路

　

③
そ
の
他
の
町
道

■
除
雪
車
両
を
貸
し
出
し
ま
す　

　
　

町
内
会
な
ど
地
域
で
行
う
除
雪

　

作
業
に
対
し
、
町
で
は
小
型
除
雪

　

機
械
（
右
下
写
真
）、
２
㌧
ダ
ン
プ

　

車
を
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
希
望

　

す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
・
町
道　

地
域
整
備
課

　
　

☎
33
‐
２
１
１
１　

内
線
２
４
５

　

・
県
道　

二
戸
土
木
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
23
‐
９
２
０
９

　

・
国
道　

二
戸
国
道
維
持
出
張
所

　
　

☎ 

23
‐
３
３
６
６

　

※
道
路
の
管
理
主
体
に
よ
っ
て
連

　
　

絡
先
は
異
な
り
ま
す
。

写真はイメージです

除
雪
車
両
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

除
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

※
県
北
バ
ス
は
、
12
月
29
日
㈮
か
ら

　

１
月
３
日
㈬
ま
で
休
日
ダ
イ
ヤ
で

　

運
行
し
ま
す
。

※
路
線
バ
ス
根
反
線
、
平
糠
線
の
（
町

　

民
バ
ス
）の
代
替
運
行
は
休
み
で
す
。

問
一
戸
町
デ
マ
ン
ド
交
通 

☎
33
‐
３
０
０
０

　

い
く
べ
号
は
、
12
月
29
日
㈮
か
ら
平

成
30
年
１
月
３
日
㈬
ま
で
運
休
し
、
新

年
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
運
行
し
ま
す
。

　

年
内
の
予
約
受
付
は
、
12
月
28
日
㈭

の
16
時
30
分
ま
で
、
新
年
は
１
月
４
日

㈭
の
７
時
30
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
運
休

い
く
べ
号
が
、
年
末
年
始
運
休

■
償
却
資
産

　

製
造
や
小
売
、
農
業
な
ど
の
事
業

を
個
人
ま
た
は
会
社
で
営
ん
で
い
る

方
が
所
有
し
、
事
業
の
た
め
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
構
築
物
や
機
械
、

運
搬
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
事
業

用
資
産
を
い
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
末
ま
で
に
償
却
資
産
の
所

有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
太
陽
光
発
電
設
備

　

太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
に

該
当
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
左
記

を
参
考
に
、
対
象
と
な
る
設
備
を
所

有
（
設
置
）
し
て
い
る
方
は
、
償
却

資
産
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

　

に
か
か
る
課
税
標
準
額
の
特
例

①
平
成
24
年
５
月
29
日
か
ら
平
成
28

　

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
し

　

た
場
合

　
　

固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を

　

受
け
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
は
、

　

課
税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
の
際
に

　
（
１
）「
認
定
通
知
書
」の
写
し
、（
２
）

　
「
電
力
会
社
と
の
契
約
書
」
の
写
し

　

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

　

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
し

　

た
場
合

　
　

一
般
社
団
法
人
環
境
共
創
イ
ニ

　

シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
「
再
生
可
能
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
支
援
事
業
費
補

　

助
金
」
を
受
け
て
い
る
太
陽
光
発

　

電
設
備
は
、
課
税
標
準
の
特
例
が

　

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

申
告
の
際
に
、
一
般
社
団
法
人

　

環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
支

　

援
事
業
費
補
助
金
交
付
決
定
通
知

　

書
」
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

　

い
。

問
税
務
町
民
課　

☎
３
３
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
２
３

事
業
主
の
方
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告

設置者 課税対象

個人（住宅用）

経済産業省の認定を受け、発電した
全量または余剰分を売電する場合
で、発電出力が 10 ｋｗ以上である
設備

個人（事業用）

店舗やアパート、農業を営む方が、
その本来の事業のために設置した設
備（売電の有無にかかわらず、対象
になります）

法人
すべての設備（売電の有無にかかわ
らず、対象になります）

※家屋の屋根の建材に使用されている太陽光発電設備は、固定資産
　税（家屋）の課税対象であり、償却資産の対象ではありません。

し
て
登
録
し
、
現
在
出
稼
ぎ
を
し
て

い
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
名
簿
整
理
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
）。

■
日
時

　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭

　

受
付　

13
時
30
分
〜
14
時

■
場
所

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

軽
運
動
場

問
商
工
観
光
課　

☎
33-

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
６
４

　

町
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
対
象

に
、
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す(

町

に
住
所
の
な
い
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん)

。

　

健
康
診
断
の
際
は
、
出
稼
ぎ
労
働

者
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
の
更
新
は
健

康
診
断
会
場
で
も
で
き
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
事
前
に
担
当
課
で
更
新
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
に
出
稼
ぎ
労
働
者
と

健
康
診
断
と
手
帳
の
更
新
を
確
実
に

出
稼
ぎ
労
働
者
の
健
康
診
断
を
実
施

19     2017 年12 月号



くことが大切です。
　町では、小学校入学前の幼児を対
象として、小集団での遊びの場を通
してさまざまな経験をして身体やこ

ころ、言葉などの
発達を応援する「め
だか教室」を実施
しています。
　また、その他支
援機関のご紹介も
しています。子ど
もの成長や発達に
ついて気になるこ
とや心配なことが
ありましたら、ご
相談ください。

★保育施設開放（１月９日㈫　９：30 ～ 12：00）
鳥海保育所　☎ 32-2220　小鳥谷保育所　☎ 34-2524
奥中山保育所　☎ 35-2319
◎子育てサークルのびのび　☎ 32-3770
　平日の㈪・㈬・㈮　9：30 ～ 14：30
　※役場隣の旧保健センター
◎るんだ・るんだ　☎ 35-2314
　毎週㈬、隔週の㈯　10：00 ～ 12：00
　※中山字大塚４－６

○まちの健康相談室
（イコオショッピングセンター内 
　☎ 33-4535）
　町の皆さんの健康相談など
に応じます。
※土曜日を除き毎日開設
　時間　10：00 ～ 17：00
（曜日によって異なりますが、
休止する場合もあります。）

○
内
容
の
一
例

日時 内容

12月 24日㈰ 　健康　　10：00 ～ 17：00

27日㈬
　傾聴
　　10：00 ～ 12：00
　おはなし
　　13：00 ～ 15：00

28日㈭ 　健康・心配ごと　　10：00 ～ 17：00

総合保健福祉センター

子どもの成長・発達
について、ご相談ください

らは、周囲の関わりの工夫次第で上
手に引き出すことができます。
　そのためには、早い時期から子ど
もの得意なこと、苦手なことに気付

地域包括支援センター
■対策
　①入浴前に、脱衣室を暖房器具で
　　暖かくしておく（できれば 20
　　度くらい）。
　②浴室が温まったら、裸になる前
　　にシャワーなどでお湯を張った
　　り、浴槽のフタを開けるなど湯

　　気で浴室を温めておく。
　③浴槽に入る前に、かけ湯をして
　　体を慣らす。
　※１人暮らしの場合は、公衆浴場
　　を利用するなど（ディサービス）
　　して、なるべく一人で入浴しな
　　いことも一つの方法です。

冬場の入浴
冬場の入浴中の心肺停止
件数は夏場の約 10倍です

■ヒートショックとは
　　急激な温度差によっておこる体
　調トラブルのことです。特に注意
　が必要なのは冬場の入浴です。
　　寒い脱衣室・浴室から熱い浴槽
　に入ると、温度差で血圧が急上昇、
　急降下し、脳や心臓に大きな負担
　を与えます。時には、命に危険が
　及ぶこともあります。

　育児がうまくいかない…と思って
いることはありませんか？
　もしかすると、子ども自身も保育
所や幼稚園などの集団生活の中で
困っていることがあるかもしれませ
ん。
　現在、苦手なことが目立っていた
としても、子どもはそれぞれの “ 良
さ ” や “ 力 ” を持っています。それ

広報いちのへ       20

健だより
総合保健福祉センター
☎ 32-3700

News from Health保一戸町公営塾が開講
　町では、子育て支援の一環として児童の放課後学習
支援を目的とした塾を開講します。
　子どもたち一人ひとりの夢を叶えてほしいという願

いを込め、「一戸町公営塾」は、小学生のうちに家庭学
習の習慣がしっかり身に付くように勉強の仕方を分か
りやすく教え、確かな基礎学力を養成します。

∇浴室で倒れている人を発見した場合の対処法
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　ICTを使い、個々に寄り添った指導
①タブレット端末とデジタル教材を使った自動での
　採点で、マル付けを待たずに自分のペースで進め
　られます。
②解ける児童は、難易度の高い問題が自動的に出題
　され、挑戦することができます。

　子どものやる気を引き出します
①採点結果の分析に基づく不得意なポイントに合わ
　せた出題が苦手克服をサポートします。
②正解すると現れるハンコやトロフィーなど目に見
　えて、うれしい工夫が興味を持続させます。

　宿題や家庭学習の習慣を身に着けます
①繰り返しの学習による効果を実感させます。
②学習意欲を高め、家庭での自習の取り組みを促します。

開講日　平成 30 年１月 15 日㈪　（プレオープン）
　　　　平日（水曜除く）16：00 または、17：10　
　　　　から 50 分間
場所　町民文化センター
対象　町内在住の小学３～６年生（先着 160 人）
講師　民間学習塾の支援を受けながら、地域おこし
　　　協力隊員が講師を務めます。
申込方法　開講後に会場で配る申込用紙で、申し込み
　　　　　ください。

プレオープンは１月 15日㈪　受講者募集 問まちづくり課
　　☎ 33-2111　内線 212

や
る
気
ア
ッ
プ

成
績
ア
ッ
プ夢実

現

問題の正解数に応じて
コインをゲット！貯まると良いことがあるかも？

　救急車を呼
ぶ場合は、意
識（反応）が
あるかどうか、
呼吸の有無を
確認し、速や
か に 119 番 通
報をしましょ
う。ＡＥＤが
ある時は用意
しましょう。



元気に活動中。一緒に活動しませんか？
■さくらの会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎代表の大久保蝶子さんから話をお聞きしました。

や料理作りを行い、楽しんで活動しています。また、
年に２回の旅行も計画しています。どちらの地区
の方でも、年齢問わずご参加できますので、私た
ちとゆったりとした時間を過ごしてみませんか。

　さくらの会は、毎月第２、第４日曜日の 10：00
から 15：30 に川原田自治公民館で活動し、毎回約
10 人ほどが参加しています。
　古くなった着物から服や小物などの製作、踊り

※背景の模様は、柴田外男 広報編集委員長（中山大塚）がデザインしました。

十
月
短
歌
・
俳
句
会

一
戸
町
文
化
協
会
短
歌
・
俳
句
部
会

会
場　

小
鳥
谷
地
区
公
民
館

町
の
文
芸

短　

歌

　

些さ

じ事
の
が
れ
秘
湯
に
憩
ふ
秋
の
午
後

　
　

四
方
の
も
み
じ
の
朱
の
極
ま
れ
り　
　
　
　
　

柴
田　

サ
ヨ
子

　

兎
す
む
在あ

り

か所
は
い
づ
こ
中
空
の

　
　

月
に
丘
あ
る
を
か
ぐ
や
は
探
す　
　
　
　
　
　

初
森　

テ
ル

　

名
月
が
水
面
に
映
る
石
山
寺

　
　

紫
式
部
の
縁
ゆ
か
り

が
今
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢　

ト
モ

　

な
な
か
ま
ど
窓
に
広
が
る
実
の
赤
は

　
　

朝
餉
彩
る
ひ
と
つ
と
な
れ
り　
　
　
　
　
　
　

東
山　

智
子

　

母
シ
カ
の
信
仰
続
け
し
ご
本
尊

　
　

息
子
英
世
の
出
世
願
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

良
子

　

米
寿
な
る
姉
は
静
か
な
笑
み
う
か
べ

　
　

皆
に
囲
ま
れ
過
ぎ
し
日
言
は
ず　
　
　
　
　
　

仁
昌
寺　

洋
子

　

刈
り
あ
と
の
田
の
水
溜
り
蛙
と
び

　
　

月
影
ふ
わ
り
泡
と
な
り
消
ゆ　
　
　
　
　
　
　

馬
林　

京
子

　

ト
ラ
ク
タ
ー
に
相
乗
り
し
た
る
月
の
夜
の

　
　

淡
く
浮
か
び
て
遠
く
ま
で
見
ゆ　
　
　
　
　
　

遠
藤　

道
子

俳　

句

　

豆
腐
屋
の
喇
叭
ひ
と
吹
き
秋
深
し　
　
　
　
　
　

仁
昌
寺　

洋
子

　

色
め
で
て
食
卓
に
置
く
あ
け
び
の
実　
　
　
　
　

柴
田　

の
ぞ
み

　

友
知
ら
す
夕
燒
け
深
く
町
包
む　
　
　
　
　
　
　

東
山　

智
子

　

満
月
や
悪つ

わ

り阻
軽
し
と
受
話
器
よ
り　
　
　
　
　
　

中
舘　

木
実

　

秋
夕
べ
天
気
占
う
下
駄
飛
ば
す　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

悦
子

　

大
つ
ぶ
の
茹
栗
も
ら
ひ
ポ
ケ
ッ
ト
へ　
　
　
　
　

遠
藤　

道
子

　

秋
キ
ャ
ベ
ツ
刻
む
音
に
も
リ
ズ
ム
あ
り　
　
　
　

馬
場　

洋
子

　

裏
町
の
黙
し
じ
ま

に
独
り
月
を
観
る　
　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

良
子

　

湖う
み
か
わ河
に
白
鳥
飛
来
波
し
づ
か　
　
　
　
　
　
　
　

山
火　

あ
き
ら

　

温
泉
路
曲
れ
る
ご
と
に
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

サ
ヨ
子

　

秋
晴
や
文
面
あ
ま
た
哲
郎
展　
　
　
　
　
　
　
　

高
木　

満
里

広報いちのへ       22

かまいし らのんちゃん にしだて まさひろくん

かいせ そらくん たのおか こうきくん

（摺糠児童館の３歳児）

「プレゼント待ってるよ」上手に
できたよ

笑顔の絶えない活動でした

このコーナーは、町内幼稚園、保育園の３歳児全員の作
品を毎月順番に紹介します。１月号は一戸保育所の園児
の作品です。

くぼ はるとくんどさか ゆあちゃん

小こぶ
ね船
　
一かず

き希
さ
ん
　

22
歳

（
岩
手
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社　

 

二
戸
支
店
）

　
「
整
備
の
仕
事
は
難
し
い
で

す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
今
で
は
、

車
種
に
よ
っ
て
整
備
箇
所
を
予

想
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
」
と
小
船
さ
ん
は
、
う
れ

し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
。

　

後
輩
も
今
年
に
な
っ
て
か
ら

で
き
た
よ
う
で
、
自
分
が
教
え

て
も
ら
っ
た
よ
う
に
頼
ら
れ
た

い
と
先
輩
の
自
覚
も
出
て
き
た
。

　

浄
法
寺
出
身
の
小
船
一
希
さ

ん
。
３
年
前
に
東
京
の
専
門
学

校
を
卒
業
後
、
岩
手
県
に
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
し
、
岩
手
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

㈱
二
戸
支
店
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
働
く
。

　

主
に
自
動
車
の
整
備
や
点
検

を
行
っ
て
い
る
。

　

仕
事
に
慣
れ
た
が
、
小
船
さ

ん
は
毎
日
の
仕
事
に
全
力
を
注

ぐ
。「
自
分
の
仕
事
に
ミ
ス
は
許

さ
れ
な
い
で
す
。
少
し
の
油
断

が
お
客
さ
ま
の
命
に
関
わ
り
ま

す
」
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
。

　

そ
ん
な
小
船
さ
ん
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
方
法
は
、
友
人
や
同

期
と
の
食
事
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
充
実
し
、
休
日
に
は
家
に
い

な
い
こ
と
の
方
が
多
い
そ
う
だ
。

自
分
の
仕
事
に
ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い

少
し
の
油
断
が
お
客
さ
ま
の
命
に
関
わ
る

★
一
等
星
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今
月
の
家
ト
レ（
ス
ク
ワ
ッ
ト
編
）

　

下
半
身
全
体
の
筋
肉
を
鍛
え
る

こ
と
で
階
段
の
昇
り
降
り
な
ど
の

動
作
を
楽
に
し
ま
す
。
ま
た
、
女

性
に
う
れ
し
い
引
き
締
め
効
果
も

期
待
で
き
る
運
動
で
す
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

①
背
中
を
丸
め
な
い

②
膝
を
つ
ま
先
よ
り
出
さ
な
い

③
膝
と
つ
ま
先
を
同
じ
向
き
に
す
る

※
急
に
回
数
を
重
ね
る
と
体
に
負

　

担
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

　

少
な
い
回
数
か
ら
挑
戦
し
て
み

　

ま
し
ょ
う
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　

冬
の
運
動
公
園
は
、
真
っ
白
な

冬
景
色
。
雪
の
積
も
っ
た
公
園
内

に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
歩
く
ス

キ
ー
）
コ
ー
ス
が
出
現
し
ま
す
！

　

ス
キ
ー
場
に
行
か
な
く
て
も
、

家
族
み
ん
な
で
気
軽
に
歩
く
ス

キ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
希
望
者
に

は
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
も

可
能
で
す
。
防
寒
対
策
を
し
っ
か

り
し
て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ス
に
は
ス
キ
ー
を
履
い
て

　

入
り
ま
し
ょ
う
。
コ
ー
ス
が
壊

　

れ
る
と
ほ
か
の
人
に
迷
惑
が
掛

　

か
り
ま
す
。
長
靴
や
靴
で
は
入

　

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

・
施
設
利
用
料
は
掛
か
り
ま
せ

　
　

ん
。

　

・
道
具
の
貸
出
し
（
無
料
）
あ

　
　

り
。（
靴
サ
イ
ズ
22.

５
㌢
～
）

広報いちのへ       24

クロスカントリースキーで、冬でも楽しく運動を。
家でできるトレーニング「家トレ」をご紹介～スクワット～

Sports
運動公園だより
問ＮＰＯスポーツウェルネス
　☎ 33-4444　FAX　33-4445
　開館　9：00 ～ 21：00

わ
わ
わ
の
ス
テ
ー
ジ
＆
無
料

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

民
謡
や
カ
ラ
オ
ケ
、
健
康
体
操

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
行
い
ま
す
。（
入
場
無
料
）

　

日
時

　
　

12
月
17
日
㈰

　
　

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク　

13
時

　
　

ス
テ
ー
ジ
発
表　

13
時
30
分

　

場
所　

ホ
ー
ル

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
る
？

～
ク
リ
ス
マ
ス
ｖ
ｅ
ｒ
．～

　

10
月
に
行
わ
れ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ベ
ン
ト
に
引
き
続
き
、
ク
リ
ス

マ
ス
用
に
自
由
に
ロ
ビ
ー
の
飾
り

付
け
を
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
気
軽
に
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
時　

　
　

12
月
24
日
㈰
ま
で

　
　

開
館
時
間
内

　

場
所　

ロ
ビ
ー

　

参
加
料　

無
料

絵
画
教
室

　

一
戸
町
文
化
協
会
美
術
部
会
を

中
心
と
し
た
絵
画
に
親
し
む
会
で

す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

日
時　

　
　

12
月
24
日
㈰　

９
時
～

　

場
所　

　
　

視
聴
覚
室

　

参
加
費　

無
料

第
70
回
岩
手
芸
術
祭
移
動
舞

台
公
演　

声
楽
コ
ン
サ
ー
ト

日
本
の
う
た
を
め
ぐ
っ
て

　

岩
手
声
楽
研
究
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
童
謡
・

唱
歌
メ
ド
レ
ー
・
赤
と
ん
ぼ
・
浜

辺
の
歌
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ま

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

日
時

　
　

12
月
10
日
㈰　

13
時
30
分

　
　
　
　
　

開
場　

13
時
00
分

　

場
所　

ホ
ー
ル

カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部

　

気
軽
に
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時　

12
月
13
日
㈬　

13
時
～

　

場
所　

視
聴
覚
室

　

参
加
費　

３
０
０
円

Culture
コミュニティセンターだより

問コミュニティセンター ☎ 31-1400

12 月のイベントをご紹介します。
「第 70 回岩手芸術祭移動舞台公演　声楽コンサート」を開催

今年も残り１カ月。新年の準備はお済みですか？
正月飾りづくりを開催

ハ
ン
カ
チ
の
自
然
染
め

　

自
然
素
材
を
使
っ
て
ハ
ン
カ
チ

を
絞
り
染
め
に
し
ま
す
。
12
月
は

ウ
ル
シ
を
使
っ
て
染
め
ま
す
。（
土

日
の
み
）

　

体
験
料　

５
０
０
円
（
１
枚
）

　

受
付
時
間　

９
時
～
15
時

　

※
団
体
で
の
申
込
は
要
予
約

正
月
飾
り
づ
く
り

　

２
０
１
７
年
も
残
り
わ
ず
か
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま

せ
ん
か
？

　

伝
統
的
な
し
め
縄
タ
イ
プ
と
お

し
ゃ
れ
な
リ
ー
ス
タ
イ
プ
の
い
ず

れ
か
を
選
ん
で
作
り
ま
す
。

　

月
日

　
　

12
月
17
日
㈰　

10
時
～
12
時

　

場
所　

同
博
物
館
内
体
験
工
房

　

定
員　

中
学
生
以
上
20
人

　

参
加
費　

６
０
０
円

公
園
の
様
子　

　
公
園
を
歩
い
て
い
る
と
、
左
記

の
よ
う
な
光
景
が
。
掘
立
柱
建
物

の
後
方
に
あ
る
木
の
葉
っ
ぱ
が
黄

色
く
色
付
き
、
ま
る
で
金
髪
の
モ

ヒ
カ
ン
ヘ
ア
ー
の
よ
う
で
し
た
。

History
御所野縄文博物館だより

問御所野縄文博物館 ☎ 32-2652
　○休館日
　　12/18 ㈪、25 ㈪
　　12/27 ㈬～平成 30 年１/ ５㈮

冬休み特別☆としょかん映画会が開催
図書館で各種映画を上映します

図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

■
一
般
書　
「
観
光
・
地
域
資
源
」

　

■
子
ど
も
の
本　

　
　
　
　
　
　
「
冬
休
み
の
宿
題
」

行
事
案
内

　

■
と
こ
と
こ
お
は
な
し
会　
　

　
　

12
月
15
日
㈮　

10
時
45
分
～

　
　

テ
ー
マ 　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

　
　
場
所　

地
域
子
育
て
支
援
セ

　
　
　
　
　

ン
タ
ー
の
び
の
び

　
　

対
象　

０
歳
～
３
歳
児

　

■
と
し
ょ
か
ん
映
画
会　
　
　

　
　

12
月
16
日
㈯　

11
時
～

　
　
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
鐘
」
20
分

　
　
場
所　

視
聴
覚
室

　
　
対
象　

幼
児
か
ら
小
学
生

　

■
リ
ー
ヴ
ル
シ
ネ
マ　
　
　
　

　
　

平
成
30
年
１
月
14
日
㈰ 

14
時
～

　
　
「
父
と
暮
ら
せ
ば
」
99
分

　
　

※
変
更
有
り

　
　
場
所　

視
聴
覚
室

　
　
対
象　

一
般

ぶ
っ
く
ん
コ
ラ
ム

　

冬
休
み
特
別
☆
と
し
ょ
か
ん
映

画
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

日
時　

12
月
22
日
㈮　
14
時
～

　
　

場
所　

ホ
ー
ル

　
　
上
映
作
品　

　
　
　
「
忍
た
ま
乱
太
郎
の
宇
宙
大

　
　
　
冒
険
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ズ
ミ
ッ
ク

　
　
　

フ
ロ
ン
ト
☆
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
〈
太

　
　
　
陽
系
の
段
・
月
の
段
〉」
50
分

　
　
申
込　

不
要
（
入
場
無
料
）

図書館だより
問町立図書館 ☎ 31-1400

Books

一
般
書

『
百
貨
の
魔
法
』村
山
早
紀 

著（
ポ

プ
ラ
社
）

　

古
く
か
ら
商
店
街
の
中
心
と
し

て
存
在
し
て
い
る
星
野
百
貨
店
は
、

従
業
員
の
温
か
い
接
客
で
住
民
か

ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
こ
に

は
創
業
当
時
か
ら
、
願
い
事
を
叶

え
て
く
れ
る
「
魔
法
の
白
い
猫
」

が
い
る
と
い
う
噂
が
あ
っ
て
…
。

児
童
書

『
昔
話
法
廷
』『
昔
話
法
廷

Seazon2

』
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
「
昔

話
法
廷
」
制
作
班 

編
／
（
金
の

星
社
）

　
『
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
』
の
ア
リ

が
、
友
人
の
キ
リ
ギ
リ
ス
を
見
殺

し
に
し
た
!?
罪
や
、『
浦
島
太
郎
』

の
乙
姫
が
、
地
上
に
帰
る
浦
島
太

郎
を
殺
そ
う
と
し
た
!?
罪
で
被
告

人
に
な
り
、
現
代
の
法
律
で
裁
か

れ
る
「
昔
話
法
廷
」
シ
リ
ー
ズ
。

た
よ
り
の
ペ
ー
ジ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

○休館日　12/18 ㈪、25 ㈪（28 日の開館時間は 10：00 ～ 17：00 まで）
　　　　　年末年始（29 日㈮～平成 30 年１月３日㈬）
　　　　　平成 30 年１月９日㈫、15 日㈪、22 日㈪、29 日㈪

掘立柱建物に、髪の毛が生えたように見えませんか？

ツルで作ったリースタイプの正月飾り

クロスカントリースキーって？

雪原をスキーで滑る冬のスポー
ツです。オリンピック種目にも
なり、ヨーロッパやカナダでは
大人気の競技。滑ることのほか
に、平地や起伏のあるコースを
歩いたり、走ったりもできます。

※
年
末
年
始
の
休
館
日

　

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム　

　
　

12
月
28
日
㈭
～
平
成
30
年
１
月
４
日
午
前

　

・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場　

　
　

12
月
28
日
㈭
午
後
～
平
成
30
年
１
月
４
日

　

・
そ
の
他
の
施
設
は
、
冬
季
閉
鎖
で
す
。

25     2017 年 12 月号
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Life
暖房器具の取り扱いに注意ください

■
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
前
に
、

　

周
囲
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・ 

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類

　

な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

　

か
な
い
こ
と
。

・ 

カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に

　

接
触
し
な
い
よ
う
に
使
用
す
る

　

こ
と
。 

・ 

ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
を

　

干
さ
な
い
こ
と
。

■
使
用
方
法 

・ 

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正

　

し
い
方
法
で
使
用
す
る
こ
と
。 

・ 
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油

　

す
る
場
合
は
、
火
を
消
し
て
か

　

ら
行
う
こ
と
。 

・ 

耐
震
自
動
消
火
装
置
付
き
の
も

　

の
を
使
用
す
る
こ
と
。 

■
点
火
・
消
火
の
確
認

・ 

点
火
後
は
、
正
常
に
燃
焼
し
て

　

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。 

・ 

就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
必
ず

　

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を

　

確
認
す
る
こ
と
。 

・  

灯
油
な
ど
の
燃
料
に
つ
い
て

・ 

燃
料
の
保
管
に
は
、
専
用
の
容

　

器
を
使
用
し
、
必
ず
栓
を
し
っ

　

か
り
締
め
る
こ
と
。 

・ 

保
管
場
所
は
、
火
気
を
使
う
場

　

所
か
ら
遠
ざ
け
、
容
器
が
転
倒

　

し
た
り
破
損
し
な
い
よ
う
に
す

　

る
こ
と
。

Police
飲酒運転の根絶

消防署だより
問一戸分署 ☎ 33-3119

交番だより
問一戸交番 ☎ 33-3059

　

年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
増

え
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で

あ
っ
て
も
、
脳
の
機
能
を
麻
痺
さ

せ
、
運
転
に
必
要
な
注
意
力
や
判

断
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
飲
酒
運

転
は
自
身
だ
け
で
な
く
、
周
囲
す

べ
て
の
人
を
不
幸
に
す
る
悪
質
で

危
険
な
犯
罪
行
為
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
強
い
意
志
を
持

つ
と
と
も
に
、
家
庭
や
職
場
で
も

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
」
環
境
を
つ
く
り
、
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
で
は
、
周
囲
が
罪
に

　

問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　

飲
酒
運
転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

①
車
両
を
提
供
し
た
人
、
②
酒

類
を
提
供
し
た
人
、
③
飲
酒
運
転

と
知
り
な
が
ら
車
両
に
同
乗
し
た

人
に
も
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
対
策

・ 

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
時
は
、
公

　

共
交
通
機
関
や
タ
ク
シ
ー
を
利

　

用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

自
動
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合

　

は
お
酒
を
飲
ま
ず
に
、
仲
間
を

　

安
全
に
送
り
届
け
る
ハ
ン
ド
ル

　

キ
ー
パ
ー
を
事
前
に
決
め
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。

◎広報クイズ
○先月号の答え
　藤岡みなみ
○景品
　一戸町共通商品券（1,000 円分）

○先月号の当選者
　　次の３人に商品券をお送りします。おめ
　でとうございます。
①伊藤舞さん（兵庫県尼崎市）②橋本富佐子さん（高
善寺古舘平）③畑山みつゑさん（小鳥谷仁昌寺）

○応募方法
　ハガキに①クイズの答え、②住所、
③氏名、④年齢、⑤電話番号を記入し、
下記まで応募してください。

○あて先
　〒 028-5311
　一戸町高善寺字大川鉢 24-9
　広報クイズ係（12月 31日締切 ）

○今月号の問題
　問題 1
　　第二公設クリニックの名称は？　
　　「一戸○○○」　
　　（ヒント：30～ 31ぺージ）
　
　問題２
　　広報を読んでの意見・感想、町政
　への提言などをご自由にお書きくだ
　さい。

資源物回収へのご協力ありがとうございました
冬期間の集積所周辺の除雪をお願いします

■
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
へ
の
ご

　

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

　

た
！

　

衛
生
班
連
合
会
が
秋
の
産
業
ま

つ
り
で
、
資
源
物
回
収
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

２
日
間
の
回
収
量
は
、
パ
ソ
コ

ン
は
27
台
、
携
帯
電
話
は
15
台
、

牛
乳
パ
ッ
ク
は
５
５
０
㌔
で
し

た
。こ

れ
ら
の
資
源
は
各
業
者
で
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
資
源
と
し
て
有

効
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

の
処
分
量
も
減
り
ま
す
。
皆
さ
ん

水環境課だより
問水環境課 ☎ 33-2111 内線 226

Living

の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
衣
類
や
小
型
家
電
は
、

随
時
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
集
積
所
の
管
理
に
つ
い
て　

　

冬
の
期
間
、
積
雪
の
影
響
に
よ

り
、
ご
み
袋
の
出
し
入
れ
や
収
集

車
の
運
行
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ス
ム
ー

ズ
な
ご
み

収
集
の
た

め
に
も
、

地
域
の
皆

さ
ん
で
の

集
積
所
周

辺
の
除
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみの処理費

7,590 円の増

0.3
10 月の家庭ごみ

㌧増！
(前年同月比)

※処理費用を10kgあたり230円で試算しています。

た
よ
り
の
ペ
ー
ジ
（
生
活
）

「オレンジカフェさくら」を開催

　12 月の「オレンジカフェさくら」は
さまざまな方にご協力いただき、クリ
スマスバージョンで開催します。ぜひ、
お越しください。
■日時　12月 16日㈯　13：00～15：00
■場所　コミュニティセンター
■内容　アロマ体験や一戸高校音楽部
　　　　による歌の披露など各種
問オレンジカフェさくらの会
　☎ 019-694-2388

　

私
の
父
母
は
ど
ち
ら
も
大
病
を
患
い
ま
し

た
が
、
幸
い
に
も
一
命
を
取
り
留
め
、
ど
ち

ら
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
頃
、
母
親
を
病
気
で
亡
く
し
、

そ
の
後
貧
し
い
家
計
を
助
け
る
た
め
に
と
東

京
へ
集
団
就
職
し
た
父
（
そ
の
後
、
通
信
教

育
で
高
校
を
卒
業
）
は
、
無
理
が
た
た
り
数

年
後
、故
郷
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ボ
イ
ラ
ー
技
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取

得
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
父
親
は
近
く
の

工
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

母
親
は
、
幼
い
こ
ろ
父
親
と
離
別
。
母
子

家
庭
で
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
卒
業

後
、
理
容
美
容
学
校
に
入
学
。
祖
母
の
勧
め

も
あ
り
自
宅
で
美
容
業
を
営
み
ま
し
た
。

　

田
舎
に
は
な
か
っ
た
「
パ
ー
マ
屋
さ
ん
」
と

い
う
こ
と
で
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
苦
労
し
た
よ

う
で
す
が
、
私
が
物
心
つ
い
た
時
に
は
、
貧
し

い
な
り
に
も
生
活
の
基
盤
は
で
き
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
し
か
し
、
私
の
妹
が
二
歳
の
頃
、
重

い
心
臓
病
を
患
い
、
盛
岡
の
病
院
に
入
院
。「
覚

悟
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
難

し
い
手
術
で
し
た
が
、
そ
の
妹
も
現
在
は
、
と

き
ど
き
母
親
の
美
容
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
両
親
の
子
育
て
は
、
２
人
と
も
精
一

杯
働
き
な
が
ら
、
体
の
弱
い
娘
や
曾
祖
母
、
持

病
を
抱
え
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
祖
母
の
世

話
と
生
活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、

明
る
く
私
た
ち
兄
妹
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
父
母
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー 「

親
か
ら
子
へ
―
伝
え
る
も
の
と
伝
わ
る
も
の
」

一
戸
小
学
校　

副
校
長　

小お
ば
ら原  

英ひ
で
き己

※子育て知恵袋は、町教育振興運動推進委員会で子どもたちの健やかな成長を願い「ミニ参考資料」として提供しています。

ジ
は
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
。
誠
実
に
生
き
る
」
こ
と
を

言
葉
よ
り
態
度
で
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
学
時
は
親
元
を
離
れ
ま
し
た
が
、
金
銭
的

に
少
し
で
も
負
担
を
掛
け
な
い
よ
う
に
と
奨

学
金
を
借
り
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
ま
し
た
。
無
理
を
し
て
大
学
に
進
学
さ
せ

て
く
れ
た
両
親
に
は
今
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
『
教
師
』
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
が
、

親
に
苦
労
を
掛
け
た
思
い
も
あ
り
、
大
学
卒

業
後
は
大
阪
の
一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
講
師
の
話
が
あ
り
、
会
社
を

辞
め
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
「
何
年
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
お
前
の
夢

を
叶
え
ろ
」
と
両
親
の
後
押
し
も
あ
り
会
社

を
辞
め
ま
し
た
。
ど
ん
な
時
も
、
私
を
支
え

て
く
れ
た
の
は
両
親
で
し
た
。

　

私
は
、
そ
ん
な
両
親
の
よ
う
に
子
育
て
が

で
き
た
か
ど
う
か
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
25

歳
に
な
る
娘
と
22
歳
の
息
子
は
、
自
分
の
選

ん
だ
道
を
そ
れ
ぞ
れ
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
、
本
音
と
本
音
の
ぶ
つ
か
り
合

い
で
し
た
。
私
は
不
器
用
な
人
間
な
の
で
、

思
い
が
通
じ
ず
、
と
も
に
泣
い
た
り
怒
っ
た

り
、
笑
っ
た
り
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
親
に

愛
さ
れ
た
よ
う
に
、
子
ど
も
を
愛
す
る
こ
と

だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
親
で
あ
り
た
い
で
す
。
温
か
く
、
今
も

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
両
親
の
よ
う
に
。

パソコン

27 台

携帯電話

15 台

牛乳パック

550㌔

いちのへ商品券が有効期限を迎えます

　一戸町商工会が発行している「いち
のへ商品券（水色）の有効期限は 12
月 31 日㈰までです。
　期限を過ぎた場合は、どのような場

合でも使用・換金はできませんので、
身の回りを確認し、お早めにお使いく
ださい。
問一戸町商工会　☎ 33-2354

見本 見本表 裏

27     2017 年12 月号
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朝朱の湯大浴場

町民割引券について
　奥中山高原温泉と来田保養センターで
は、まちの皆さんが利用しやすいよう、
割引券を発行します。
　点線で切り取り、ご利用の際にフロン
トなどに提出すれば右記の料金になりま
すので、ぜひご利用ください。

♨ 奥中山高原・来田温泉　町民割引券
　　　　　 （広報 12 月号―H30. １.31 まで有効）
　　この券で、下記の温泉の日帰り入浴（入浴の
　 み）を割引金額でご利用できます。
　　　　　　　　　　※本券 1 枚につき 1 人有効。

　　　　　　◇煌星の湯・朝朱の湯
　おとな　     100 円 引き
　こども    　 50 円 引き 
　　　　　　◇来田保養センター
　　　　　　　  休館日　第１週、第３週火曜日
　70 歳以上 　320 → 270 円
　70 歳未満　 430 → 380 円
　小学生　　   200 → 150 円

♨ 奥中山高原・来田温泉　町民割引券
　　　　　 （広報 12 月号―H30. １.31 まで有効）
　　この券で、下記の温泉の日帰り入浴（入浴の
　 み）を割引金額でご利用できます。
　　　　　　　　　　※本券 1 枚につき 1 人有効。

　　　　　　◇煌星の湯・朝朱の湯
　おとな　     100 円 引き
　こども    　 50 円 引き 
　　　　　　◇来田保養センター
　　　　　　　  休館日　第１週、第３週火曜日
　70 歳以上 　320 → 270 円
　70 歳未満　 430 → 380 円
　小学生　　   200 → 150 円

町の情報、防災情報を配信！　いわてモバイルメールホームページ
http://www.highway.pref.iwate.jp/mobile/ ※このURLまたは右のバーコードから登録できます。

■登録手順
①「サービスを始めてみる」を選び空メール（本文に何も記入しないメール）を送信
②「モバイルメール」から届くメールに書かれたリンクにアクセス

まちのお知らせひろば
問＝問合せ、申し込み先

# 数字で見る一戸町
(10 月末時点 )

事故・犯罪
人身事故 １件（前月  ０件）

死　者 ０件（前月  ０件）

負傷者 １件（前月  ０件）

物損事故 10 件（前月 20 件）

刑法犯総数物 ０件（前月  １件）

内　訳 　　-

火災・救急
火　災 １件（前月  ０件）

救　急 61 件（前月 39 件）

人の動き

人　口 12,861 人（前月比 －  23 人）

　男 6,165 人（前月比 －   ６人）

　女 6,696 人（前月比 －  17 人）

世帯数 5,777 世帯（前月比 － 12 世帯）

転　入 18 人（1 月からの累計　　   
　　　　　 236 人）

転　出 18 人（1 月からの累計　　   
　　　　　 308 人）

出　生 ２人（1 月からの累計　　   
　　　　　   46 人）

死　亡 19 人（1 月からの累計　　   
　　　　　 186 人）

ごみ※ 1 日の排出量は
　人口により変動

排出量 247㌧（前月 248㌧）

町民 1 人 1 日 518㌘（前月 524㌘）

戸籍だより （10 月届出分）

☆お誕生おめでとう

　名　前　　　　保護者　  住　所

　樋口　葵
あ お い

衣　　 圭輔・智佳　 高善寺古舘平

■ごめい福をお祈りします

　名　前　　　　住　所　　　　年齢

　沼澤　トキ　　　  面岸松長根　　　88

　千葉　トミ　　　  小友半在家　　　86

　山下　トヨ　　  　中山軽井沢　　　94

　与羽　ハツノ　　  出ル町与羽　　　90

　上平　キミヱ　  　楢山下楢山　　　82

　中村　正已　　  　小鳥谷中屋敷上　73

　西舘　裕二　　  　中山大塚　　　　31

　戸田　キヨ　　　  一戸向町　　　　98

　寺林　忠好　　  　小鳥谷上里　　　63

　扇田　ヒデ　　  　中山家向　　　　78

　平野　盛逸　　  　小鳥谷道地　　　83

　小野寺　ツヤ　　  西法寺諏訪野　　90

　中村　イツ　　  　女鹿女鹿舘　　　93

　久保　松次郎　  　高善寺大川鉢　　90

　大久保　スミ　  　高善寺古舘平　　78

　久保　タマ　　  　一戸小井田　　　92

　戸部　キヨミ　  　高善寺野田　　　84

　　　　　　　　　　　　　　      （敬称略）

※上記内容は、戸籍届出により本人、家族が

　記載希望した内容を掲載しています。

※広報への掲載を希望しない場合は、届出の

　際に戸籍担当まで申し出てください。

※氏名が常用漢字で表記されることがあります。

その症状は石綿（アスベスト）が原因かもしれません

　石綿（アスベスト）による疾病と認
定された場合は、各種給付を受けるこ
とができます。
　過去に石綿を取り扱う仕事をしてい
なかったか、吸い込んだことはないか、
思い出してください。また、ご家族が
石綿による疾病で亡くなられた方も給
付の対象となる場合があります。
■対象となる疾病　
　①中皮腫
　②石綿起因性肺がん

　③石綿肺
　④びまん性胸膜肥厚
　⑤良性石綿胸水
　労災保険法に基づく療養補償給付や
休業補償給付は発症から２年以内であ
れば請求できます。
　遺族に対する給付もありますので、
詳しくは下記へご連絡ください。
問岩手労働局労災補償課
　☎ 019-604-3009
　二戸労働基準監督署　☎ 23-4131

食物アレルギーと安全安心を
考えるシンポジウム

　食物アレルギーについて、発症の仕
組みや予防・対処法の知識やアレル
ギーへの理解を深めるため、シンポジ
ウムを開催します。
■日時　平成 30 年１月 12 日㈮
　　　　13：30 ～ 16：00
■場所　プラザおでって３階
　　　　おでってホール（盛岡市）
■内容
　講演やパネルディスカッションなど
■入場料　無料　■定員　180 人
■申込方法
　　電話、ＦＡＸまたはメールに①所
　属、②氏名、③居住市町村、④電話
　番号を添え、平成 30 年１月５日㈮
　までに下記へ申し込みください。
問県庁・県民くらしの安全課
　☎ 019-629-5322
　ＦＡＸ 019-629-5279
　メール：AC0009@pref.iwate.jp

フォーラム「岩手県北の縄文文化を世界遺産に」を開催

　縄文遺跡の世界遺産登録について、
登録活動の最前線で活躍している文化
庁の鈴木地平さんとアメリカの大学で
縄文文化を研究している羽生淳子さん
を招き、講演とトークを行います。
■日時　12 月 16 日㈯　13：20 ～ 16：40
■場所　二戸市民文化会館　中ホール
　　　　（入場無料）
■日程
　13：20　オープニング「一戸高校華一」
　14：00　「世界遺産の現状について」
　　　　　 講演：鈴木地平調査官
　14：40　「世界から見た縄文文化」
　　　　　 講演：羽生淳子教授
　15：30　アトラクション「根反鹿踊り」
　16：00　トーク
　　　　　「縄文遺跡の世界遺産登録
　　　　　について」
　　　　　鈴木地平調査官×羽生淳子
　　　　　教授

※送迎バスが町民文化センターから、　
　12：45 に出発します。利用する方は 12
　月 12 日㈫までに申し込みください。
※当日は、博物館は休館になります。
問御所野縄文博物館　☎ 32-2652

岩手県県民の森のイベント

■門松教室　
　▷日時　12 月 23 日㈯
　　　　　９：00 ～ 12：00
　▷場所　森林ふれあい学習館
　▷持ち物
　　剪

せんてい

定ばさみ、軍手、上履きなど
　▷参加費　3,500 円
問森林ふれあい学習館フォレスト i
　☎ 0195-78-2092

鈴木 地平さん

1980 年生。京都大学大学
院文学研究科（地理学）、文
化庁記念物課文部科学技官

（文化的景観部門）を経て、
2015 年より同職に就く

Profile

（文化庁記念物課世界文化
遺産室文化財調査官）

羽生 淳子さん

1959 年生。慶應義塾大学文学
部史学科卒業。東京大学理学部
助手、マッギル大学人類学科講
師、カリフォルニア大学バーク
レー校人類学科助教授、准教授
を経て、2010 年より同職に。

Profile

（カリフォルニア大学バー
クレー校 人類学科教授）
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竹細工講習会を開催

　地域の伝統工芸、竹細工の講習会を
開催します。
■日時　平成 30 年１月９日㈫～ 12 日㈮
　　　　９：00 ～ 15：00
■場所　高齢者創作館
■参加費用　2,500 円
■定員　15 人
■申込期限　12 月 27 日㈬
問高齢者創作館　☎33-3607（平日午前）

■休日急患当番医 ― 診察時間 9:00 ～ 17:00■休日当番歯科医 ― 診察時間 9:00 ～ 12:00✚ 一戸町と近隣市町村の休日当番医

※当番医は変更になることがあります。事前に電話で確認してください。

月日 当番歯科医（管内） 電話 休日当番医（管内） 電話 休日当番医（岩手町） 電話

12/23 沢藤歯科医院 25-4002 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 岩手沼宮内クリニック 61-2025

24 ぽっぽ歯科クリニック 32-2238 浄法寺診療所 38-2021 北上脳神経外科クリニック 61-3636

29 さわやかクリニック 62-2043

30 右門歯科クリニック 38-2288 松井内科医院 33-2201 佐藤整形外科クリニック 68-7240

31 國香歯科医院（裏小路） 23-2223 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 沼宮内地域診療センター 62-2511

月日 当番歯科医（管内） 電話 休日当番医（管内） 電話 休日当番医（岩手町） 電話

1/1 川村医院 23-3252 佐藤整形外科クリニック 68-7240

2 菅歯科 23-5161 いちのへ内科クリニック 33-2701 さわやかクリニック 62-2043

3 ほんだ歯科クリニック 23-9591 カシオペア医院 23-3331 佐渡医院 62-3211

7 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182 齋藤産婦人科医院 23-2505 塚谷医院 62-1155

8 菅原歯科医院 27-3301 二戸クリニック 25-5770 岩手沼宮内クリニック 61-2025

14 こしみず歯科クリニック 33-4618 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 北上脳神経外科クリニック 61-3636
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一
戸
森
眼
科
は
、
町
の
皆
さ

ん
の
「
地
域
に
眼
科
が
欲

し
い
」
と
い
う
声
に
応
え
る
た
め

に
実
現
し
た
眼
科
で
す
。

　

森
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
盛
岡
市
）

の
分
院
と
い
う
形
で
、
日
々
進
歩

し
て
い
る
眼
科
医
療
を
提
供
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
一
戸
町
の
医
療
環
境

は
、
眼
科
が
な
い
た
め
に
受
診
す

る
時
は
、
近
隣
市
町
村
に
行
か
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
の
眼

科
が
町
内
に
で
き
た
こ
と
で
、
よ

り
親
し
み
や
す
く
、
来
院
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
の
大
き
な
特
長
は
手
術
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
遠

距
離
の
移
動
で
は
身
体
的
に
疲
れ

て
し
ま
い
ま
す
し
、
手
術
後
に
は

入
院
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場

合
も
あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に

は
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
に
な

り
ま
す
。

　

当
院
は
無
床
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

な
り
ま
す
。
手
術
後
は
、
自
宅
に

帰
っ
て
も
ら
い
、
落
ち
着
い
て
療

養
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
近
く
か
ら
来
ら
れ
て
、
自
宅

に
帰
れ
る
」こ
と
は
経
済
的
に
も
、

精
神
的
に
も
負
担
が
軽
く
な
り
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一戸森眼科 12 月 21 日㈭、開院
眼科の第ニ公設クリニック

手術室

検査室

受付カウンター

コンタクト
販売所

入口

暗室 診察室 処置室 診察室
（感染）

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
と
密

接
に
関
わ
る
町
内
の
医
療
体
制
を

拡
充
す
る
た
め
に
、
中
心
市
街
地

に
公
設
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
建
設
し
、

12
月
21
日
に
開
院
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

開
院
す
る
の
は
、
一
戸
森
眼
科

（
森
敏
郎
理
事
長
）
で
す
。

　

一
戸
森
眼
科
は
、
盛
岡
市
で
信

頼
と
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る

「
森
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
分
院

と
な
り
ま
す
。

　
「
公
設
民
営
」
に
し
た
こ
と
に

よ
り
、
日
々
進
化
す
る
社
会
の
医

療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

一戸森眼科の案内

問合せ ☎　　　26-8001
ＦＡＸ　26-8002

診療時間 午前　８：30 ～ 12：00
午後　13：30 ～ 17：00
休診　水曜・日曜・祝日

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ × ○ ○ ○
午後 手術 ○ × ○ ○ ×

駐車場 14 台

診療科目 眼科

スタッフ 理事長　森 敏郎
院長　　菅原 剛
そのほか、看護師や事務
職など７人

アクセス 一戸字向町 108 番地１

一戸森眼科

内覧会 12 月 16 日㈯　午前
開院前にクリニックの施
設内を公開します。
ご自由にお越しください。

広々とした検査室

自慢の手術室。町でも手術が可能に

診察室、処置室、感染者用の診察室
が並ぶ

トイレ

ベビーチェア付きのトイレも用意。
子どもを連れての来院もできる

医療法人社団 緑翠堂

森 敏郎 理事長

一戸町は、街並みに昔の風景が残っ
ているとても深みのある町だと思い
ます。この地で開院できたことをう
れしく感じています。

31     2017 年 12 月号

（森眼科クリニック院長）

待合室

落ち着いた雰囲気の受付カウンター

大きく見やすい表示板で迷わず移動
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今
回
の
特
集
は
「
在
宅
医
療
」

で
す
。
現
在
、
日
本
人
の
多
く

に
と
っ
て
、
医
療
は
身
近
な
存

在
で
あ
り
、
切
り
離
せ
な
い
も

の
で
す
。
あ
ま
り
に
身
近
に
あ

る
た
め
に
、
治
療
に
つ
い
て
は

自
然
と
医
師
に
依
存
し
て
し
ま

い
ま
す
。
町
の
在
宅
医
療
に
は
、

さ
ら
な
る
制
度
の
充
実
が
望
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
医
師

は
熱
心
に
訪
問
し
、
介
護
・
町

な
ど
と
と
も
に
連
携
を
図
り
、

安
心
で
き
る
医
療
の
提
供
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
患

者
も
し
く
は
家
族
が
「
家
で
治

療
を
受
け
た
い
・
療
養
し
た
い
」

と
い
う
選
択
を
し
な
け
れ
ば
、

在
宅
医
療
の
充
実
は
難
し
い
で

す
。
治
療
・
療
養
の
形
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
経
済
状
況
・
生

活
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

在
宅
医
療
を
選
べ
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
選
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
町
に
は

そ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
猪
久
保
　
俊
介

◉広報いちのへ 12 月号の印刷経費は 1 部 65.6 円（税込）です
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一
戸
町
・
一
戸
町
広
報
編
集
委
員
会
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０
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３
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４
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Ichinohe
広
報
い
ち
の
へ

一戸町初の地域おこし協力隊員
子どもたちの成長に一役を担う ―  

第
12
頁  

―

辞
典
と
は
、
事
物
に
つ
い
て
詳
細
に
書
か
れ
た
も
の
。

一
戸
町
の
知
る
人
ぞ
知
る
魅
力
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

一
戸
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
命
式

チ
ノ
ヘ

ジ
テ
ン

イ

ichinohe dictionary

「
学

習
支
援
員
と
し
て
、
町
の
子
ど
も

た
ち
の
人
材
育
成
に
一
役
を
担
い

た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
る
の
は
、
12
月
１
日

か
ら
一
戸
町
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
任
命

さ
れ
た
荒
内
雅
美
さ
ん
。

　

同
日
に
は
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
荒
内
さ

ん
は
、
田
中
辰
也
町
長
か
ら
「
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
活
か
し
、
新
た
な
視
点
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
、
辞
令
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
荒
内
さ

ん
は
青
森
県
青
森
市
出
身
で
、
盛
岡
市
で
不

動
産
会
社
な
ど
に
勤
務
。
他
職
種
か
ら
の
視

点
、
過
去
に
培
っ
た
家
庭
教
師
や
塾
講
師
の
経

験
を
活
か
し
、
任
期
と
な
る
最
長
３
年
間
、
来

年
１
月
に
開
講
予
定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
「
一
戸
町
公
営
塾
」
の
学
習
支
援
員
と
し
て
、

町
内
小
学
生
の
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
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★「個が光る調和のまち ・一戸」の創造を目指して    

Dec.
2017

No.665

在宅医療の可能性
～いつまでも、自宅で過ごしたい～特集

一戸町地域おこし協力隊

荒内 雅美さん
（＝青森市出身）

一戸町について、知らないこ
とがたくさんあります。町初
の協力隊員として、頑張りま
すので、よろしくお願いします。
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